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ゆたかな心をはぐくむ
120 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

ボランティア支援によるランドセル絵手紙製作

学 校
♪

11

　６年生は40人、元気いっぱいの子どもたちです。中学校進学に

向け、学習や生活の最後のまとめを行いました。また、卒業文集の

中には、本校の伝統である「ランドセル絵手紙」が掲載されていま

す。ボランティアの皆さんからご指導を受けて作成しました。ま

た、卒業制作として「学級用ブックスタンド」を各学級に設置して

くれました。在校生は、児童会が自分たちで企画した「６年生あり

がとう会」を昼休みに実施。オーディションに合格したグループ

が、ダンスや劇などで６年生に対する感謝の気持ちを表現してくれ

ました。

40人の児童が
中学校へ羽ばたきました！
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人権啓発標語 「ぼくたちで　いじめやさべつ　なくそうよ」

「生まれてきてくれてありがとう」 菊陽中学校　２年　田宮　美
み

海
み

（現在３年生）

　私は、学校で「人権」や「周
りの人を大事にすること」な
どについてたくさん学びまし
た。今は、総合的な学習の時
間に「母の仕事」という教材
について学習しています。学
習の中で家族の職業や自分自
身の生き方について考えまし
た。
　私は、看護師になりたいと

考えています。そう思ったきっかけは、妹です。
　妹は、私が中学１年生の時に、病気で亡くなりまし
た。妹は「十三トリソミー」という生まれつきの病気
でした。母は、「この病気の子どもは、１歳まで生き
られない」と病院で言われたと話していました。
　妹は生まれて１年５カ月もの間ＮＩＣＵ（新生児集
中治療室）にいました。母の願いもあり、その後、家
で訪問看護をしてもらいながら、生活できるようにな
りました。
　訪問看護に来てくださる看護師さんに妹の誕生日に
は、年の数と同じ段数のケーキをつくってもらいまし
た。母は、妹の誕生日である10月が来るたびに、落
ち込んでいました。話を聴くと「誕生日が来るのはう
れしいけれど、また、一歩命のゴールが近づいたとい
うことで一緒に過ごす時間が減っているから悲しくな

る」と言っていました。母は妹と一緒にやりたいこと
がたくさんありました。その中のいくつかを看護師さ
んにも協力してもらって叶えることができました。
　妹は小学１年生の入学式を迎えてすぐに亡くなって
しまいました。私は、その時周りにいてくれた看護師
さんやお医者さんをみて、感謝の気持ちでいっぱいに
なりました。その時、看護師さんは、最後まで一生懸
命仕事をしてくれて、亡くなった時には、一緒に泣い
て「辛かったね。お母さんを支えてあげてね」といっ
て励ましてくれました。だから、看護師になって悲し
いこともあるけれど、妹のような病気の子どもたちの
お世話や介護をして支えたいと思いました。
　命は何個もあるものではありません。生まれてきた
人に一つずつです。私は、妹にもう一度会えるなら
「生まれてきてくれてありがとう」と言いたいです。
　これから、勉強だけでなく、周りの人を大切にして、
毎日を一生懸命生きていきたいと思います。

（先生から）田宮さんが妹とのかかわりの中で考えてきたこ
とがとても伝わります。先生にも大切な命をな
くした経験があります。この作文を読んで、一
つ一つの命の大切さを改めて実感しました。あ
りがとう。これから、思いが叶えられるよう頑
張ってください。先生も、力になれるよう頑張
ります。

命の大切さを感じ
一生懸命生きていきたい

菊陽北小学校　５年　永田琉
る
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（現在６年生）

　昨年、菊陽町の小学校５・６年生、中学校１・
２・３年生全員を対象とした「人権学習意識調
査」を実施しましたので一部を紹介します。設
問１「人権学習についてどう思うか」については
94.6％の子どもたちが「とても大切」「どちらか
といえば大切」と回答していました。設問６「日
頃の学習や人権学習でどう変わったか」（複数回
答）については「言葉や行動のおかしさや出来事
にきづくようになった」66.4％、「自分の言葉、
行動のおかしさにきづくようになった」57.5％、
「なかまとしてのつながりが深まった」48.6％、
「自分、家族、仕事についてプラスで見られるよ
うになった」29.5％などの順でした。

菊陽町小中学生の「人権学習意識調査結果」
設問１「人権学習についてどう思うか」
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